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深層学習に基づく野生動物の 
「見える化」技術に関する研究

その他、「AI技術を活用した森林施業集約
化のための効率的調査技術の研究」とし
て、「UAV（ドローン）取得データを活用し
た樹種判別と森林境界明確化支援技術」、

「全天球画像を活用した人工林の材積・
材質推定技術」の研究開発も推進していま
す。是非、お気軽にお問い合わせください。

人工知能／深層学習／画像パターン認識／生態系調査技術／林業関連調査技術キーワード

近年、野生動物の生態系調査に、被写体の動き
を検知して撮影する自動撮影カメラを用いた方
法が採られている。この方法により、野生動物を
直接観察あるいは捕獲せずに生息情報を収集で
きるが、膨大な数の野生動物の撮影画像を個体
の種ごとに分類、集計しなければならず、調査に
はかなりの労力を要するといった問題がある。

本研究では、Encoder-Decoder Network
の一種であるSegNetとCNNの一種である
AlexNetの2種類の深層ニューラルネットワーク
を用いて、撮影画像から野生動物を自動的に検
出し、個体の種も自動的に認識・分類するシステ
ムの開発に取り組んでいる。

本システムでは、SegNetを「動物領域の検出」に、AlexNetを「個体の種認識」に適用して、撮影画像
に写っている野生動物の領域（位置）のセグメンテーションと個体の種の認識を実現している。
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